











































































































　2012 年２月 21 日に日本福祉大学学生相談室を
訪問し，専任カウンセラーの若山隆さんとソー
シャルワーカーの國中咲枝さんにお話を伺った。
１）ソーシャルワーカー配置の経過
　日本福祉大学がソーシャルワーカーを配置した
きっかけは，大学が社会からの新しいニーズに対
応することが求められると同時に，入学してくる
学生のニーズや抱えている課題が多様化，深化し
たことだと捉えることができる２）。当時，日本福
祉大学ではキャンパスにおける学生の「生活の
場」という視点の重視から，「大学コミュニティ
づくり」にとりくみ始めたことと，それまで保健
室や相談室を統括してきた学生相談保健委員会の
発展形としての「相談保健センター」構想がその
端緒となっていると捉えられる。その構想の中
に「ソーシャルワークの位置づけとスタッフの充
実」が含められ，常勤のソーシャルワーカーの配
置が求められた。現在の活動状況に関しては，昨
年度の報告書に記してきたところである３）。
２）ソーシャルワーク導入の効果
　日本福祉大学でのソーシャルワーク導入の効果
を一言で述べることは難しいが，それまでの心理
学を中心としたアプローチからソーシャルワーク
視点を明確化したことによって，予防，コミュニ
ティワーク，環境へのアプローチなどが業務の内
容として正式に位置づけられ，相談援助業務の幅
が広がり，総合的な支援が可能になったことがあ
げられる。また，大学コミュニティづくりを継続
的に実施する人的保障ができたことや，保健師や
臨床心理士を含む協同，連携を確保すること，地
域の精神保健活動との連携，修学支援へのコー
ディネート，コミュニティづくりやピアサポート
の実施におけるソーシャルワーカーの貢献もあげ
られている４）。
３）今後の課題
　今後の課題を伺ったところでは，新しいニーズ
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をもった学生への支援があげられた。それは，ひ
とつには発達障害や精神障害，知的障害がある学
生や，個別の発達課題を持った学生への支援であ
る。昨年の報告書３）でも述べたが，大学希望者
の全入時代にあって，これまでとは異なる層の学
生が入学するケースがある。そこでの大学のあり
方，支援の目的と方策が模索されていることを知
ることができた。
まとめ
　今年度，他大学における CSW 実践を学ぶ中
で，CSW において２つのテーマを突きつけられ
た。その一つは「大学とは何か」という問いであ
り，もう一つは「CSW は何をめざすのか」とい
う問いである。
　これまで述べてきたように，大学に様々なニー
ズを持って入学してくる学生の多様性について
は，その存在を否定することは現実的ではない。
大学への公的な補助金が削減され，競争原理が持
ち込まれる中にあって，大学は経営という視点を
無視あるいは軽視することができなくなった。若
年人口の減少とも相まって，これまでとは異なる
ニーズを持った学生が大学に入学してきている。
大学とは，学問・研究を柱にそこで学ぶ学生の知
識・技術・教養を修得する場所であると思われる。
しかし，社会が多様化し，家族・家庭が崩壊し，
学校教育が硬直化する中にあって，現代青年の一
部は十分な発達の機会を得ないまま最終の教育機
関である大学の門をくぐる。大学はそれまでもそ
うであったが，今はそれまで以上に 20 歳前後の
青年から大人になる時期の適切な経過（発達的抵
抗）を求められていると思われる。そういう時代
にあって大学は，そうした学生への支援を，大学
の経営という視点からも現代的な役割という視点
からも求められている。
　そこではいうまでもなく（学問を柱にしたもの
だけでなく）全人間的で全体的な支援が求められ
る。本来依拠するはずだった家庭や地域社会は，
必ずしもそうした役割を十分に果たせなくなって
いることも大きな要因である。
　「大学とは何か」という問いに対する解答は大
学によって異なるであろう。しかし，その大学が
前述のような機能を持たなければ大学として存立
していくことが難しくなるのであれば，それに対
する支援を行うしかない。それは今までも，例え
ば本学を例にあげれば，学生委員会，学生人権擁
護委員会，学生課，保健センター，学生相談室，
そしてクラス担任やゼミ担当教員が個別に実施し
てきた内容もある。それらを総合的な視点で，多
様な方法によって，なおかつ関係機関・部署の連
携をすすめながら実施できるのがキャンパスソー
シャルワーカーであり，キャンパスソーシャル
ワークなのだと捉えることができる。
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